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（説明資料） 令和８年度芸術文化振興事業補助金 募集要項（案） 

 

 

１  市民参加事業 

 令和７年度市民参加事業の応募件数は増加したが、市民参加の方法として鑑賞主体の事業が見られ

た。 

 

（１） 市民参加事業の説明の変更 

 （修正前 R7 募集要項） 

 事業に関わる個人または団体（主催者・共催者）の構成員や会員以外の市民（以下「一般の市民」とい

う）が出演や鑑賞、運営補助、出品、体験ができるなど、幅広い市民の事業への参加が見込まれ、芸術文

化の裾野の拡大に貢献する事業 

 

 （修正後 R8 募集要項） 

 事業に関わる個人または団体（主催者・共催者）の構成員や会員以外の市民（以下「一般の市民」とい

う）が出演、文化芸術の体験（演奏体験、伝統芸能の体験など）、ワークショップ参加、出品・出展、運営の

補助ができるなど、幅広い市民の事業への参加が見込まれ、芸術文化の裾野の拡大に貢献する事業。 

 

（２） Q&A の追加 

 （追加 R8 募集要項） 

 これまでの採択事業の市民参加の例  

・ 公演のプログラムに一般の市民の【体験コーナー】を設ける 

・ 公演のプログラムに、事業実施者と一般の市民が一緒に発表する演目を設ける 

・ 事前に合唱団を一般の市民から募集して、当日の上演に事業実施者と一緒に出演する 

・ 独自のテーマを設定して、一般の市民から絵画作品を募集して、展覧会事業を実施する 

・ 一般の市民が音楽発表、アート作品の発表などで参加できるイベントを実施する 

・ ワークショップに参加した一般の市民が、その成果を公演で発表する 

・ 事業の運営に一般の市民が参加する 
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２  市民育成事業 

 令和７年度市民育成事業の応募はあったが、市民育成の方法として申請者自身の育成が主となる事

業が見られた。 

 

（１） 市民育成事業の説明の変更 

 （修正前 R7 募集要項） 

 芸術文化活動をする人材を、２～３年間の複数年で継続的・段階的に育成・支援し、芸術文化活動の活

性化に資することが期待できる事業（事業の一環として、必ず一般の市民向けで発表の場を設けるこ

と）。 

 

 （修正後 R8 募集要項） 

 芸術文化活動をする幅広い一般の市民を対象に、２～３年間の複数年で継続的・段階的に育成・支援

し、芸術文化活動の活性化に資することが期待できる事業（事業の一環として、必ず一般の市民向けで

発表の場を設けること）。 

 

 

３  報告書へのアンケート結果の添付 

 市民参加事業、市民育成事業について、今後の参考とするため、実績報告にアンケート結果の添付を

追加する。 

 

（１） 実績報告書の提出 1.提出書類 の変更 

（修正前 R7 募集要項） 

・ 千葉市芸術文化振興事業補助金実績報告書（様式第５号） 

・ 千葉市芸術文化振興事業補助金収支決算書（様式第５号－付表１） 

・ 補助対象経費となる領収書の写し 

・ 帳簿等（補助金交付決定事業に係る収入支出（日付、額、内容等）を明らかにしたもの） 

・ 活動実績資料（チラシ・パンフレット、記録写真等） 

 

（修正後 R8 募集要項） 

・ 千葉市芸術文化振興事業補助金実績報告書（様式第５号） 

・ 千葉市芸術文化振興事業補助金収支決算書（様式第５号－付表１） 

・ 補助対象経費となる領収書の写し 

・ 帳簿等（補助金交付決定事業に係る収入支出（日付、額、内容等）を明らかにしたもの） 

・ 活動実績資料（チラシ・パンフレット、記録写真等） 

・ アンケート結果 
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（２） その他 アンケート結果について 追加 

（追加 R8 募集要項） 

＜アンケート結果について＞ 

・ どういった属性（年代、性別等）の市民が、市民参加事業、市民育成事業の取組に参加したかわかるよう

な設問を設定ください。 

・ 市民参加事業、市民育成事業に参加したことの（満足度、文化芸術への興味が高まったか、今後も文化

芸術活動を続けてみたいと思ったか）など事業の効果がわかるよう設問を設定ください。 

 

・ 事業効果に関して必須設問を設定し、実施事業者に案内します。 

 

４  スケジュール 

 

□ 募集期間 令和 7 年 11 月上旬～12 月上旬 予定 

□ 事前審査 令和 7 年 １２月下旬 予定 

□ 採択事業決定 

  （文化芸術振興会議） 
令和 8 年 1 月 予定 

□ 内定通知 令和 8 年 2 月 予定 

□ 交付申請案内 令和 8 年 ３月 予定 

 

 

※ アーツカウンシルの補助・助成を見据えて今後の補助事業を検討する。 


